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従来技術とその問題点
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発明の背景
従来の機械装置
（システム工学）

①センサー

②マイコン

原子・分子機械装置
（システム分子工学）

③アクチュエータ

④回帰性

マイクロ
リットル化

従来の機械装置４特性の
原子・分子での実現が困難
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発明の概要

• 浸透圧で駆動する自動マイクロポンプを発明

• マイクロポンプの製造・組み立ては自動

• マイクロポンプで非球形金属含有マイクロビーズを

1000分の１のコストで自動製造

• 自動マイクロポンプで、自己泳動触媒の製造を実現

• マイクロロボットや人工生命の知育教材に転用可能
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技術内容①： 基本原理

論文掲載前のため非公開
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技術内容②： 異形マイクロビーズ製造

2 mm
上面

2 mm

側面

上面

論文掲載前のため非公開
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技術内容③： 含有金属の多様性

PumpingでFe（鉄）含有微小構造体を製造 フェントン触媒製造に活用

論文掲載前のため非公開
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技術内容④： 数理モデル

論文掲載前のため非公開
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技術内容⑤： 必要条件

論文掲載前のため非公開
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技術内容⑥： 異形ビーズ連続製造
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技術内容⑦： 自己泳動フェントン触媒

30倍速

Feを含んだ微小構造体の自己駆動の様子

本発明の自動ポンプが攪拌能力をともなった自己駆動フェントン触媒を製造

1 mm

Feを含んだ微小構造体の触媒能

攪拌動作と形態に相関がある

RhodamineB

1 µMの分解

論文掲載前のため非公開
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本発明の優位性： 異形ビーズ製造
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本発明の優位性： フェントン触媒
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想定される用途

• 水浄化（フェントン処理）の高効率触媒の製造

• 他の金属種を自己泳動触媒の製造

• 高出力マイクロアクチュエータ

•知育教育資材
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実用化に向けた課題

• 既製品との触媒能比較

•実際の使用環境を想定した触媒反応条件の最適化

•既製品との耐久性･安定性の比較

• 実際の使用環境を想定した触媒の回収方･再生法の策定
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社会実装への道筋①



17

社会実装への道筋②
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SDGｓへの貢献

• SDGs 6.3： 水質改善、排水の無害化処理の割合
増加

• SDGs 6.a: 水と衛生分野における国際協力と途
上国支援の拡大

• SDGs 6.4: 水利用効率の向上と淡水供給不足へ
の対応
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企業への期待

• フェントン触媒およびフェントン処理の情報
（組成、安定性、反応速度定数、回収法、再生
法、攪拌技術など）の共有とベンチマーク策定

• 事業化検証および評価用プラントの提供

• 共同開発契約の締結と特許ライセンス契約
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：自己組織化膜構造、自己組織化膜構
造の製造方法、射出体の製造方法、射出体の制御方
法、自己泳動体、自己泳動型金属触媒及び自己泳動
型金属触媒 の製造方法 

• 出願番号 ：特願PCT/JP2025/030144

• 出願人  ：広島大学

• 発明者  ：松尾 宗征、久保寺 裕進、藤井 雅史
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産学連携の経歴

• 2019年-現在 株式会社 資生堂 と共同研究実施

• 2023年-現在 ダイキン工業 株式会社 と共同研究実施

• 2023年-現在 文部科学省 卓越研究員事業

• 2024年-現在  株式会社 旭化成 と共同研究実施

• 2024年-現在 JST 戦略的創造研究推進事業(ACT-X)
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お問い合わせ先

広島大学

オープンイノベーション本部

産学連携部 産学連携部門

ＴＥＬ  070-1597-4541

e-mail techrd@hiroshima-u.ac.jp
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企業への貢献、PRポイント

自己駆動材料が

自己駆動材料を製造する

新時代の開幕！
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